
要望

本館には軒や庇が無いため、風雨の影響を受けやすく、木造外壁の
一部で塗装はがれや腐食が発生している。2019年度で外壁の塗り替
え、部材の一部取り替えなど補強工事を行う予定。

特になし。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（平成７年に現在地に移築した際に大規模修理をしたが、
白アリ被害など何の問題も無かったため、特別の補強工事はして
いない。）

今後の予定

要望

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容
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重文：
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件

棟

件

棟
国宝：
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調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

黒滝村教育委員会の前田博・教育次長補佐

日

黒滝村旧役場庁舎

年2018 10 月 12 記入者 大谷巳弥子

所在地

調査対象先

電話番号 0747-62-2314吉野郡黒滝村粟飯谷１

鈴木

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

大谷 小倉 久門

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

建物内各所に火災感知器が設置されており、作動時は隣接する森物
語村の事務所に通報されるシステムになっている。消火器、火災報知
器も、１，２階共に配備されている。

今後の予定
毎年、文化財防火デーに消防署と共に消防訓練を行っており、今後も
継続の予定。

要望 特になし。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



館内各所に設置された火災感知器、消火器 【調査票記入者（大谷巳弥子）の感想】

明治の洋風建築と和風建築がつながった貴重な建物
で、現在も民俗資料館、コンサートホール等に使用さ
れている。防災面に特に問題は無く、予定されている
外壁の傷みの補修工事が順調に進むことを願う。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

③今後

本館１階のホール（たるまるコンサート等に利用） 本館２階の民俗資料館（樽丸製作用具も県指定）

調査対象先 黒滝村旧役場庁舎

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

１９１０年（明治43）建築の洋風２階建ての本館 同年建築の、本館につながる和風平屋建て

今後の予定、
要望

特になし


